
■福岡工業大学同窓会(一般社団法人雄飛会)支部一覧

全国に30のブロック 支部が結成され、世代を越えた会員相互の親睦を図る活動をし
ていま蔦 あなたが所属する支部から「支部総会J等の案内が届きましたら、同窓生を
誘つて世代を超えた出会いの時間を過ごしてください。

北 海 道 支 部 有松  義勝 (71通信 ) 北海道全域

関 1東 1本 1部 滝石  義ネL(76電気) 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神菊 1県

東  海  本  部 片獅 泰行(86管理) 出梨県 岐阜県 静岡県 愛知県 二重県

関 西 本 部 浅野  正 之 (75電気) 滋賀県京都府大阪府採庫県1奈良県和歌山県

中

国

ブ

ロ

ツ

ク

鳥 取 県 支 部 本池 憲彦(76材料) 鳥取県全域

島 根 県 支 部 澤 田  ― (74材料) 島根県全域

岡 山 県 支 部 名合  憲司 (81通信 ) 岡山県全域

広 鳥 県 東 支 部 藤井  敏博 (74管0
福山市 尾道市 三原市 府中市 庄原市

神石郡神石高原町 世羅郡世羅町

広島県西支部 藤本 正宏(79電子)
広島市 東広島市 呉市 廿日市市 三次市 大竹市

竹原市 安芸高田市 江田島市 安芸郡府中町

安芸郡海田町 安芸郡熊野 mI「 安芸郡坂町

豊田郡大崎上島町 山県郡安芸大田町

山県郡北広島町

山口県中央支部 森近  泰光 (72通信) 山口市 防府市 宇部市 山陽小獅田市

山口県長北支部 田村 兼啓(78電気) 萩市 長門市 美祢市 阿武郡阿武町

山口県下関支部 小畑太―郎(78電気) 下関市全域

山口県徳山支部 林   範親 (75電子) 周南市 下松市 光市

山口県岩lll支 部 村本 徳光(77電気)

岩国市 炒,丼 市 玖珂郡和木町 大島郡周防大島町

熊毛郡田布施町 月長毛郡平生町 熊毛郡上関町

四

国

ブ

ロ

ツ

ク

徳 ‐島1県 1支 部 羽坂 1敏弘 (75電子) 徳島県全域

香 サ|1県 支 部 山地 |‐ 正博(76電気) 香川県全域

愛 媛 県 1支 音5 西村 ‐義■(77電気) 愛媛県全域

高 1知‐県 1支 部 山本 俊平(78電子) 高知県全域

福 岡 県 福 岡 支 部 山中建 ―郎 (69電子) 福岡市 春日市 太宰府市 大野城市 筑紫野市

糸島市 古賀市 宗像市 福津市 糟屋郡宇美町

糟屋郡粕屋町 糟屋郡篠栗町 沐曹屋郡志免町

糟屋郡新富町 糟屋郡須悪町 糟屋郡久山町

筑紫郡那珂川町

福岡県北九州支部 木村 1征洋(07電子)

瓢躊  [
福 岡 県 筑 後 支 部 副支部長

甲本 次雄(67電子)

久留米市 ]嗜F市 朝倉市 八女市 大牟田市 ルWI市
大サ市 筑後市 うきは市 みやま市 朝倉郡筑前町

朝倉郡東峰村 三井郡大刀洗町 三瀦郡大木町

八女郡広り1町

福‐岡1県 ‐筑 豊 支 部 松岡伸=郎 (71電気) 飯塚市 1田川市 :直方市 `嘉麻市 :富若市■‐

嘉薇都桂

'1蒔

:穀手都鞍手田す・較手郡小竹商

日月|:5福智町:田川君F糸甲
「

甲

"1郡

大●町

甲川部川崎町1田」H郡香香町1田 |1郡添口町
田川郡赤村 |‐ ■‐ ‐  ‐  |  ■ ‐

佐
賀

長
崎

大
分
プ
ロ
ツ
ク

佐 賀 県 支 部 牧瀬亥―郎 (69電子 ) 佐賀県全域

長 崎 県 支 部 松尾 裕幸(72機械) 長崎県全域

人 分 県 支 部 溝部 義昭(71電気) 大分県全域

熊
本

宮
崎

鹿
児
島
ブ
ロ
ツ
ク

熊 本 ‐県 支 音5 西田 成人 (73電子) 熊本県全域

宮崎県宮崎支部 猿渡三喜男 (75機械) 宮崎市 日南市 串間市 都城市 4｀林市:えびの市
Jヒ諸県郡三股町 西諸県郡高原嗜 東諸県郡綾町|

東藷県蔀国童面    | ‐|| ■|■ |||

冨崎県延岡支部 友井 義貝J(69機械)

鸞  叢
鹿 児島県 支 部 増水 系己勝 (67電子 ) 鹿児島県全 l・

j

沖 縄 県 支 部 富lFT 洋一(75通信) 沖縄県全域

新島 未来
2005年社会環境学部卒業
(株 )プレナス QC部教育マニユアル課

手島 美奈子
2010年工学部 生命環境科学科卒業
キリンビバレッジ株式会社 首都圏流通本部

私
は
、
２
０
０
５
年
３
月
に
社
会
環

境
学
部
を
事
業
し
讀
し
た
。
卒
業
じ

て
９
年
目
の
社
会
人
で
す
。
大
学
卒
業

時
か
ら
振
り
返
る
と
、
お
た
い
ふ
社
会
人

ら
し
く
大
人
に
な
っ
て
き
た
か
な
と

思
う
点
も
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
に

は
、
ま
た
ま
た
″あ
ま
ち
や
ん
″
と
し
て

可
愛
が
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
す
す
業
と
同
時
に
（株
）ブ
レ
ナ

ス
ヘ
入
社
し
ま
し
た
。
入
社
後
４
年
間

は
、
「ほ
っ
と
も
つ
と
」
の
店
舗
で
店
長

と
し
て
勤
務
を
行
い
、
残
り
の
４
年
間

は
社
内
研
修
を
担
当
す
る
研
修
講
師

と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

店
舗
勤
務

人
材
育
成
等
の
経
験
を
活

か
し
、
店
舗
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
教
育
教
材

を
作
成

管
理
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
自
分
自
身
の
仕

事
を
振
り
返
る
と
、
形
は
変
わ
れ

ど
、
ど
の
場
面
に
お
い
て
も
″人
に
何

か
を
伝
え
る
仕
事
″
を
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
田心
い
返
せ
ば
、
フ」
の

″
人
に
何
か
を
伝
え
る
″
難
し
さ
や

準
備
の
大
変

さ
、
き
ち
ん
と
伝
わ
っ

た
時
の
喜
び
や
達
成
感
を
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
大
学
時
代
に
教
授
や

事
務
局
の
方
と

一
緒
に
行
っ
て
き
た

就
職

支
援
の
活
動
や
、
後
輩
へ
向
け

て
話
を
す
る
機
会
の
経
験
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

も
″．そ
の
一
歩
″
を
足
踏
み
す
る
こ
と

な
く
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
△
フ
後
も
様
々
な
経
験
を

重
ね
、
ィそ
の
一
歩
″
を
ｔノ
つ
か
り
踏
み

期
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
在
学
中
、
福
岡
工
業
大
学
な

ら
で
は
の
制
度
に
最
大
限
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
事響
同
に
充
実
し
た
４
年
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

業
奨
学
制
度
、
ア
メ
リ
カ

韓
国
へ
の

英
語
研
修
。
そ
の
す
べ
て
が
今
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
キ
リ
ン
ピ
バ
レ
ツ
ジ
い
で
飲

料
販
売
の
営
業
を
し
て
い
ま
す
。
入
社

か
ら
３
年
間
、
東
京
の
地
場
営
業
で
経

験
を
積

み
、
現
在
は
ス
ー
バ
ー
マ
ー

ケ
ツ
ト
チ
エ
ー
ン
の
本
部
担
当
を
し
て

お
り

ま
す
。
士冗
上
が
大
き
い
の
で
ブ

レ
ツ
シ
ヤ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が

い
も
大
き
い
仕
事
で
す
。

新
商
品
や
チ
ラ
シ
掲
載
の
有
無
、
月
間

戦
略
な
ど
の
商
談
を
行
っ
て
お
り
、

チ
エ
ー
ン
に
合
わ
せ
た

一
刺
さ
る
提

案
」
が
で
き
る
よ
う
日
々
努
め
て
お
り

ま
す
。
初
め
て
自
分
の
提
案
内
容
が
チ

ラ
シ
に
載
っ
た
時
は
嬉
し
か
つ
た
で

す
ね
。

入
社
当
初
、
出
会
う
仕
事
す
べ
て

が
想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。
心
折

れ
ず
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
大

学
時
代
に
「目
標
達
成
へ
の
意
地
と

根
性
」
を
身
に
つ
け
た
か
ら
こ
そ
。
奨

学
制
度
維
持
の
為
に
必
死
で
し
た
。

必
死
に
な
る
の
も
悪
く
な
い
。
〈
フ
も

大
事
に
活
き
て
い
ま
す
。

最
後
に
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

来
春
、
大
学
２
年
の
時
に
行
か
せ
て

も
ら
つ
た
ア
メ
リ
カ
短
期
留
学
で
出

会
っ
た
彼
と
入
籍
い
た
し
ま
す
。
公

私
共
に
充
実
し
た
今
は
、
あ
の
４
年

間
の
お
か
げ
で
す
。
素
敵
な
友
人
達

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。　
生
も
の
で

す
。

あ
り
が
と
う
、
福
岡
Ｉ
業
大
学
―
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